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はしがき
　現在，南アフリカ共和国はアフリカ人に対する差別政策を実施してい
る。いわゆるアパルトヘイトである。そのためにきわめてきびしい政治
的，社会的情況が続いている。このような情況を生みだした原因は，元
来，アフリカ人の居住地域に少数のヨーロッパ人が入りこんで，彼らを支
配する植民地政策の歴史的遺産のためとされている。しかし，それだけな
らぽ，アフリカの他の植民地地域と同様に，すでにアフリカ人の国家が形
成されているはずである。それは植民地解放のエネルギーがヨーロッパ人
支配を駆逐するのに十分であったからである。にもかかわらず，南アフリ
カ共和国が依然としてアパルトヘイト政策を堅持し，ヨーPッパ人支配国
であり続けているのはなぜか。そこにはアフリカ人の植民地解放・民族解
放エネルギーに勝るエネルギーが，アパルトヘイト政策を支えているとみ
なければならない。
　このエネルギーの根源の一つは，アフリカーナーを形成するボーア人の
選民イデオロギーにあるとされている。そしていま一一つは，イギリス人の
本来法の下の平等を内実としている法の支配の不徹底である。イギリス人
は植民地開拓を軍隊や宣教師にまかせる一方で，法律・裁判所の力を活用
して原住民の土地や権利を剥奪して，合法的（イギリス人にとってのみ）
にその範囲を拡大していった。このような植民地政策は，イギリス人の法
の支配のイデオロギーに根ざしているものである。南アフリカが早い機会
2にオランダ人にかわってイギリス人の支配下に入ったことは，ボーア人の
選民思想の徹底とイギリス人の法の支配の思想の不徹底とが二重効果をあ
らわして，きびしいアパルトヘイト法制が確立していった，といえるので
ある。
　これらの法制の頂点に憲法がある。本稿は南アフリカの第1回目の憲法
である1909年の連邦憲法の成立過程と，その内容について考察したもので
ある。
1．憲法制定までの時代区分
　（1）時代区分
　1909年に南アフリカ連邦憲法が制定されるまでの時代区分を一応つぎの
ように考えてみた。第1期は，1652年にオランダ人がケープタウンに最初
に上陸したときから，1795年にイギリス艦隊がケープ地方を支配するよう
になったときまで，この時期は140年間でオランダ人が地方分権的な植民
社会を築いた時期である。第2期は1795年から，1828年にオランダ人のト
レックがはじまるまで，この時期はケープにおけるイギリス植民地体制の
確立期である。第3期は，1828年から1854年のオレンジ自由国の成立ま
で，この時期はボーア人の独立国がつぎつぎに誕生し，アパルトヘイトが
地域的に確立する時期である。第4期は，1854年から1902年ボーア戦争終
了まで，この時期は金鉱やダイヤモンド鉱床の発見でイギリス人とボーア
人の対立が厳しくなり，遂にイギリス植民地として統合されていく時期で
ある。第5期は1902年から連邦憲法成立までである。
　②　時代区分の留意点
　南アフリカの時代区分は，ほかにもいろいろの基準による分け方がある
と思う。特にアフリカの場合は支配国であったヨーロッパの歴史区分と無
関係でない部分もあるし，他のアフリカ以外の地域における植民地政策と
の関係，経済事情による区分もあろう。さらにヨーロッパ人の目からみた
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分類ではなく，侵略されたアフリカ人たちの抵抗の歴史をもとにした区分
も考えられる。これらの視点からの区分の方が，現代アフリカを理解する
うえで，正しいと考えられる場合もあろう。
　本稿の区分は，憲法にもられる思想構造を理解するうえで，植民統治史
的視角から区分を試みた。この視角から時代区分をするにあたっては，な
おイギリスの，この当時の法思想史，近代憲法思想史を視野に入れなけれ
ぽならない。南アフリカ憲法史のなかでも，出発点ともいうべき，ケープ
植民地憲法，ボーア人諸国の憲法及び南アフリカ連邦憲法は，イギリス植
民地憲法の全体像を視野に入れながらみていかなけれぽならないので，ア
メリカ植民地憲法，カナダ，オーストラリア，ニュージーランド憲法な
ど，さらにはアフリカ大陸の他のイギリス植民地の憲法なども重要な対象
となる。したがって，イギリス植民地憲法の成立史とその背景となるイギ
リス法思想史を視野に入れた時代区分のなかに，南アフリカ憲法史が組み
こまれることになる。
II．ケープ植民地政策の推移
　（1）オランダ人入植期の植民地政策
　（i）オランダ人入植の経緯
　1652年4月6日オランダ東インド会社の船団司令官ヤン・ファン・リー
ベックと部下たちが，テーブル湾に上陸した。彼らはそこに最初の居留地
を建設した。オランダは1657年には東インド会社の希望退職者がそこに入
植することを認めた。
　これより約100年以上も前にヨーロッパでは，宗教的対立が激化してい
た。そのなかで1541年にカルヴァンはジュネーブで「予定説」を唱えた。
いわゆる選民思想であった。この思想にもとつくカルヴァン派はフランス
でユグノー，イングラソドでピューリタンを生んだ。1598年にフランスで
はナントの勅令が出されて，ユグノーの信仰を承認したが，1685年にルイ
14世によってナントの勅令が廃止されると，ユグノーはフランスをはなれ
4るものが多かった。1688年に最初の本格的なヨーロッパ人移民として，フ
ランスを追われたユグノーをふくむカルヴァン派のオランダ人200人が南
アフリカに到着した。その後1795年にイギリス艦隊がケープを占領するま
での約100年間，ケープはこれらカルヴァン派の人びとによる選民思想を
基本として，原住アフリカ人に対するきびしい差別政策が展開されること
になったのである。
　（ii）植民地体制と入植者のジレンマ
　最初にケープに入植したオランダ人達は，東インド会社からの退職者と
して自由人（Free－men）もしくはBurgherと呼ばれた。1657年に土地
を入手して，Burgherたちのそれぞれの利益がいろいろの方法できめら
れた。そして，彼らは独立の共和国を建設しようと試みた。したがって，
植民地の政治機構づくりに熱心であった。そこでまず中央機構として評議
会（councii）と総督（governor－general）の制度を設けた。ただこの時
期にはまだ東インド会社の影響が大きかった。地方は4地方に分けられ
district　councilが設けられその長は1anddrostといい政府によって任命
された。
　このように自分達の政府づくりに努力してきた入植者達が，一番困って
いたのは，原住アフリカ人たちとの闘争であった。特にオランダ東インド
会社が没落するようになってからは，防衛力が減退して，入植者たちは，
Ka伍r　tribesの攻撃にさらされる不安が続いた。このような情況のもと
で，一方で奴隷の使用による開拓が行われ，原住アフリカ人にはきびしい
差別を実施してきた。それはカルヴァン派の信念でもあったのである。と
ころが，18世紀の後期にアメリカ独立宣言やフランス人権宣言によって，
基本的人権の保障が自然権として主張されるようになり，ケープ植民地の
オランダ人たちへもこの情況は伝達され，奴隷や人種差別と人権保障との
矛盾を感じるようになった。しかしカルヴァン派の選民思想が優先して，
入植者は人権宣言の採用は無視した。
　ところが，他方でアメリカ合衆国の成立は，共和制国家の成立という魅
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力のある情報でもあった。そこで入植者たちはオランダ本国からはなれて
自分たちの共和国の樹立をねがうようになった。植民地から代表者がオラ
ンダ本国にわたり，自分達の憲法を制定するために，東インド会社や政府と
討議を重ねたが結局失敗に終った。1795年にGraaff　ReinetとSwellen－
damのニヵ所でlanddrostが追放され小型の共和国がつくられたことも
あったが，その年にケープにイギリス艦隊が上隊して，ケープがイギリス
の支配下に入ったため，このミニ共和国も消滅した。
　②　イギリスのケープ入植と政策
　1795年にイギリス人がケープを支配するようになって，オランダ人がつ
くりあげてきたgoverhorを中心とした中央政府や，　burgher　councilと
landdrostで構i成される地方政度，さらには裁制制度などオランダ式統治
制度は，すべて効力を失った。しかし，1825年にあらたにイギリス式の
councilがつくられるまでは，総督の独裁が続いた。
　1795年から1824年までのケープ中央政府の記録は1803年から1806年まで
一時的にオランダに返還されたときを除いて，あまり価値のあるものは残
っていないとされている。その理由は1796年にきめられたきわめて強い独
裁的総督制によるとされている。この制度では総督の命令が即法律であっ
た。したがって，課税権，官吏の任免権などの重要な権限が総督に集中
し，この独裁体制は1825年にcouncilがつくられるまで続いた。もっと
もこのcouncilは総督に助言し，その権限を制限することを目的として
設けられたものであったが，まだ立法と行政が未分化のcouncilで，オ
ランダ人のつくっていたcouncilと同様に，諮問機関性の強い制度であ
った。したがって，オランダ人だけでなく，これを推進したイギリス人も
失望させるものであった。Councilが自治政府の立法・行政につよい発
言をもつように改組されるようになったのは，6年後の新しいケープ憲法
が制定されてからであった。
　イギリスはケープを占領すると同時に，二つの大きな立法をしている。
6総督に絶対的な権限を賦与したInstructions　issued　to　Cape　governor
（30Dec．1796）と，　The　Courts　of　justice（1795）である。前者の法律
の効果は先に述べた通りである。これらのほかに50件ほどの統治法を制定
している。
　この時期の立法の特徴は，イギリス人とburhger，イギリス人と原住
民，burgherと原住民それぞれの間の土地その他の権利問題が複雑にか
らみあったこと，ヨーロッパ人と原住民との間の人種問題が深刻になりは
じめたことなどから，イギリス政府は総督の権限強化と，裁判関係の立法
に力を入れている。
　イギリスの他の植民地では総督の権限強化と同時にcounci1制度を充
実させる立法をするのであるが，南アのこの時点では，すでに先住ヨー
ロッパ人であるオランダ人burgherが政治機構をつくりあげており，
council制を立法化するにはburgherの参与を認め，イギリス支配が弱
化するのをおそれたためか先述したように，まず総督政治に重点をおいた
立法が先行したのである。
III．　トレックとボーア諸国の成立
　（1）イギリス人とburgherの対立
　南アフリカに植民した最初の人びとであるburgherたちの考えでは，
植民統治は独裁も必要であるという考えがあった。その後に入植したユグ
ノーの人たちも同じであった。これは南アフリカのきびしい環境にたちむ
かってきた人びとの団結の必要からきたものといえる。ところが，1820年
代に入ってイギリスからやってきた入植者たちはそうは考えなかった。し
たがって，burgherたちとは意見の合わないことが多かった。　burgher
たちは中央政府で何ごとも決するのではなく，つよい地方主義を主張した
のである。そこには彼らが血と汗でつくりあげた広大な草原（veld）に広
がる個人主義の世界を守りたかったのである。つまり，彼らは当時の開拓
者魂によって，生活を築いてきた自負があったといえるのである。
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　このような人たちであったから，burgherたちはイギリスの法制を理
解しようとしなかったから，イギリスの法制によって彼らの大事にしてき
た土地が奪われていくことを信じようとしなかったのである。しかし，彼
らがこれまで歩いてきた道とは，まったく違った方向に歩いていかなけれ
ばならないことを，自覚しなければならなかった。そこで自分たちの手に
政治をとりもどす努力をする必要があると感じとるようになったのであ
る。このような時代の流れに対する意見の衝突のほかに，一つにはイギリ
ス人とナランダ人がなかなか意見の疎通がはかれない障壁として，言葉の
問題があった。しかし，イギリス人とburgherとの間に決定的意見の対
立がおきたのは，奴隷問題であった。
　②　奴隷の自由化とケープの状況
　南アのburgherたちは，ホッテントットやブッシュマンそれに遠く西
アフリカなどから奴隷を移入して労働力を補給していた。ところがヨーロ
ッパで人権思想が高まるとともに，奴隷制度廃止の声が高まり，ついにイ
ギリス本国で1807年に奴隷廃止宣言がだされるようになり，翌1808年には
アメリカでも奴隷貿易禁止を宣言した。
　1828年6月にヶ一プでCape　Philanthropic　Societyが発足した。こ
の団体は奴隷やそのこどもたちを自由にするために寄付をあつめて，その
お金で奴隷を買って，そのあと自由に解放する団体であった。そして，総
督がバトnンとなって寄付があつめられた。当時ケープでは3～12歳の女
子の奴隷は600人ぐらいいた。これらの女子は20ポンドの値段で売買され
ていたから，年間で12，000ポンドの金が必要であった。奴隷a＃　一定の年齢
に達すると法律で自由の身になることが保障されていたから，政府が年間
2～3万ポンド支出するなら，約10年間で全ての奴隷が自由になれる計算
であった。ところが自由になっても，すぐまた奴隷になるため，奴隷の所
有者はむしろこの団体の熱心な支持者になるという矛盾が生じた。このた
めに1833年までに奴隷がすべて解放されるとは限らないことがはっきりし
8たため，イギリス議会で，正式に奴隷解放の法律が制定され，ケープにも
これが適用されることになった。この奴隷解放がオランダ人の反感を買
い，彼らがケープをはなれて，大トレックを開始するきっかけとなり，そ
の後の南アフリカ史を大きく変えていくことになるのである。
　（3）　トレックと法の支配
　イギリスの法思想として発展した法の支配（rule　of　law）における自
然法的平等思想は奴隷制度の廃止運動に発展し，南アフリカにおいてもイ
ギリス人とburgherたちとの間に大きな亀裂を生ぜしめることになった。
　このような思想のもとで，イギリス政府は1828年のOrdinanceにより，
自由人となったカラードに白人と同様の法の下の平等の原則を適用し，さ
らに1834年には奴隷をすべて自由にすると宣言した。このような改革の
ため，古いオランダ人入植者たちがケープを離れ，新天地を求めて，いわ
ゆるトレックがはじまったのである。1828年のOrdinanceは1809年の
Ordinanceを復活させたもので，非白人の通行権及び土地所有を認める
ものであった。これは，burgherたちの不満を呼び，また1838年にはす
べてのケープにいる奴隷は完全に自由であることを内容としたEmanci－
pation　Billをイギリス国会が可決したというニュ　一一スが南アフリカに伝
えられた。
　この時期に，第6次Ka伍r戦争によって，コザ族とburgherたちの争
いが続いていたが，イギリス宣教師たちは，これがコザ族の土地の掠奪と
考え，ロンドンヘコザ族の土地の返還を求める代表を送った。その結果，
植民相が総督にコザ族に土地を返還させることを命じた。しかも自由奴隷
の保証としてburgerの奴隷保有者に対し，奴隷1人あたり32ポンドしか
保証がなされなかったこと，非白人への施策が強力に推進されるようにな
ったことなどで，burgherの不満は頂点に達した。かくして，　burgherた
ちは自分たちの生活をイギリスの手に委ねることはできないとし，ケープ
から立ち去ることを決意した。そして，全家族とその家具とホッテントッ
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トの下僕たちを四つの大きな集団におけて，幌馬車につんで1837年9月ま
でにケープをはなれた。これをGreat　TrekkerまたはVoortrekkerと
いう。彼らの進む先には多くの原住アフリカ人が住んでいたから，原住ア
フリカ人にとっては，trekkerはまさに侵略老であり，ほぼ同じころにお
きていたアメリカ大陸の西部への白人進出がアメリカインディアンと衝突
しながら進んでいた幌馬車隊と同じような状況が，ここ南アフリカでも展
開されていたわけである。
　Trekkerたちは最初ナタールに進み，一部はそこに定着し，他のグルー
プはさらに北上した。1839年にナタール共和国，1852年に南アフリカ共和
国（トランスバール共和国）そして1854年にオレンジ自由国を建設した。
しかし，ナタールは1843年にイギリスの植民地となり，金鉱やダイヤモン
ド鉱の発見によって，オレンジ自由国は1866年に，南アフリカ共和国は
1887年にそれぞれイギリス植民地に併合されていった。
　次章では，南アフリカ連邦憲法が制定される前のケープ及びトレッカー
達がつくったナタール，オレンジ自由国及び南アフリカ共和国の基本法制
の概略についてみてみる。
IV．ケープ植民地及びトレッカー諸国の憲法
　（1）ケープ植民地憲法の推移
　ケープからburgherたちがトレッカーとして北方に去っていったあと
には，イギリス植民地としての法制が定着していくようになる。
　古いオランダ法制から，新しいイギリス法制への転換は，奴隷解放の時
点でも起きたが，このときはまだburgherがケープにいるころであっ
た。大きな転換は1833年の特許状（letters　patent，　Oct．23，1833）と
Charter　of　Justice（1834）による。1833年の特許状は同年11月8日の王
室令（Royal　Instructions）とともに，その後20年間のケープにおける植
民地憲法体制の基本をつくった。
　ケープで正式に二院制の議会による本格的な責任政治を基本として憲法
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が制定されたのは，1853年憲法である。当時イギリスは全世界に多くの植
民地をもっていた。しかし，アメリカ独立の影響を強くうけたカナダを除
いては，依然として，強い統治支配権力をもっていた総督と諮問機関的性
格のつよい評議会のもとで植民地行政が行われていた。南アフリカのケー
プでも，同じ植民地でありながら，1846年に責任政府をもつことにしたカ
ナダ憲法にならって，自由な憲法の制定を願った。こうして制定された
のが1853年の憲法である。この憲法ではLegislative　Counci1とthe
House　of　Assemblyで構i成される国会（Parliament）がつくられた。
国会議員の選挙は1人1票制であるが，ケープタウンのみはcumulative
voteの制度をもっている。選挙資格にはカラーによる差別は原則として
なかった。しかし憲法自身には特に選挙権の平等保障をうたった条項はな
い（colour－blind）。このため実際には非白人にとってはきびしい資格要
件が立法化されたのである。こうして，ともかくも，1854年6月30日に植
民地ではあったが，南アフリカにおいて，最初の国会の最初の会議が開か
れたのである。
　②　ナタール共和国の憲法
　ナタールは1836年にケープからオランダ人トレッカーが入りこむまで
は，少数のイギリス人が海岸に住んでいた程度であった。トレッカーの
burgherたちが住みついて彼らは自分たちの国を創りたい希望をもってい
た。そこで，1838年の終りに彼らは議長と24人の議員で構成される立法機
関（Volksraad）をつくった。そして国名もナタールと名付け，外交権も
有する独立国であると主張した。しかし，イギリス政府はこのような主張
を認めなかった。ナタールが共和国を宣言して，イギリスに否認されるま
では1839年から1843年までの4年間であった。1847年には特許状でナター
ルにも立法評議会が設けられたが，すべて指名議員であった。1848年には
このような“代表のいない立法”に不満が出るようになった。しかし当時
の副総督であったマーチン・ウエストは約10万人にのぼる原住アフリカ人
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や少数のいわゆるプアーホワイトのことを考えると，一律に代表制を設け
ることは時期尚早であると主張した。イギリス政府もその点で意見は一致
していた。1856年にcharterによって一院制の立法評議会がつくられた
が，この立法評議会で4分の3を選挙による議員とし，のこりが指名議員
となり，代表制が強くなった。この評議会の選挙では非白人にも原則とし
て選挙権が認められた。ところが，これもケープの場合と同様に資格条件
がきびしいため，ほとんどの非白人は選挙からしめだされることになっ
た。ナタールはburgherの植民とイギリス統治が混在し，しかも海岸地
方にはインド人も居住していたので，非白人の政治参加はつねに大きな政
治問題となっていた。
　（3）オレンジ自由国の憲法体制
　オレンジ自由国の最初の10年は紛争が絶えず，時には無政府状態でさえ
あった。しかし1864年にブランド大統領が登場することで，秩序が維持さ
れるようになり，イギリスに併合されるまでののこりの20年間は比較的平
静な状況が続いた。
　1854年にBloemfonteinに集ってつくられた憲法（Free　State　Grond－
wet）では，まず国家は単一国家であること，憲法改正は立法府によって
行われること，いくつかの市民の権利の保障，立法府主権ではないこと，
一院制，選挙権は白人のみであること，司法は立法の審査権をもつこと，
大統領は行政府の長としてえらぽれ，立法府のメンバーではなく，拒否権
はないことなどが，その内容となっている。全体としてみると権力分立と
か責任政治の憲法原則や慣習の採用には消極的であった。
　国会はVolksraadと呼ぼれ，立法の最高機関である。議員は56名で6
ヵ月以上居住している白人にのみ選挙権を認めた。議員の選挙について
は，資格制限の憲法改正がしばしば行われたが，選挙権は一貫して白人の
みであった。
　人権保障については，財産権の保障やプレスの自由などが保障されてい
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る。しかし，宗教はP一マン・カソリック教会の心配をよそに信教の自由
は保障されなかった。裁判所の違憲審査権はアメリカほどではないが，認
められる場合もあった。
　オレンジ自由国における原住アフリカ人への政策はナタールの場合と似
ていた。まず選挙権は実質上認められなかった。しかし，ヨーロッパ人の
指導のもとで，自分たちの長による統制や，そのための立法は原住アフリ
カ人に留保されていた。時には彼らのみによる刑罰権の行使もゆるされて
いたが，大筋ではつぎの二つの大原則があった。一つは原住民部族に関す
る問題は，すべて基本的に総督の権限に属するということ，二つには隔離
政策を推進することであった。
　（4）　トランスバールの憲法
　トランスバールは最初の5年間は憲法がなかった。1853年ナタールの制
度に倣って，Volksraadがつくられた。1855年9月にPienaar’s　River
でこのVolksraadが開かれそこで憲法制定が提案された。9名の委員が
憲法草案づくりに任命された。1858年2月16日に憲法制定となり，総選挙
が行われた。選挙は白人男子のみによって行われた。憲法の原則は人民主
権であった。
　1887年にボーア戦争終了後，トラソスー〈　一一ルはイギリスの統治下に入る
ことになり，憲法も全面的に改正されることになった。オラソダ法をもと
にした憲法はイギリス法への転換が求められたが，その経緯はオレンジ自
由国と同様の問題があった。しかし，イギリスの支配下に入っても原住ア
フリカ人には平等の市民権は与えられないままであった。
　国会が解散させられ，立法は行政当局でなされた。1879年にこの事情の
もとでKotz6裁判長はある事件でイギリスの国王にもトランス・ミールの
行政官にも法律制定権はないと判決して話題を呼んだ。
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V．南ア憲法制定会議と論争点
　（1｝国民会議の開催
　ボーア人とイギリス人の激烈な戦いであった，世にいうボーア戦争が終
了し，トランスパールをはじめオレンジ自由国，ナタール，ケープは統合
してイギリス支配下の自治国として発足することになった。そしてそのた
めの憲法制定のための国民会議が開かれることとなった。
　国民会議は4つの南ア植民地とローデシアから出席した33名の代表者で
構成された。彼らは3ヵ月間毎日会合し，憲法草案を作成した。最終的に
は1909年9月20日にAn　Act　to　constitute　the　Union　of　South　Africa
としてイギリス国会で法律として可決された。会議ではいくつかの間題に
ついてきびしい議論がたたかわされた。たとえば，首府をどこにするか，
公用語を英語とアフリカーンス語のどちらかにするか，地方自治や鉄道・
港湾の問題などが論議されたが，これらの論争のうち，国家形態と人種問
題についてつぎにみてみることにする。
　（2＞UnionかFedera1か
　会議の前までは，Federalが一一般的であった。それは各植民地の台所の
事情のせいであった。各植民地のうちトラソスバールを除いた他の植民地
の財政は危機に瀕していた。だからこれら植民地は，もしUnionになる
とトランスバールが国の政治をコントロールするのではないかとおそれた
のである。トランスバールはトランスバールで，Unionになれば自分達
の肩に国の責務がのしかかるのではないかとおそれた。したがって，大勢
としては各植民地が強い自治権をもつfederalが主張されたのである。
　カナダでもfederalがとられたが，これは地方の不満や，人種宗教
のちがいが強調されたものである。オーストラリアでは各州間のまさつが
大きい。南アフリカでも同じことがいえたのである。しかし南アフリカで
はオランダ人もイギリス人も新しい出発に期待をかけた。こうして出てき
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た多くの声を総合すると，①単一の原住民政策がとられるべきである。②
一般財政の確立が急務である。③行政上に必要な経費を十分考慮すべきで
ある。④法令形式の統一化，⑤国営鉄道建設の重要視，⑥世論の配慮など
が検討の対象となり，結局Unionが強く主張されるようになり，　Federal
の主張はなくなった。
　（3）原住民の権利について
　原住民の権利について，どの程度憲法のなかにおりこむかは，最も困難
な課題の一つであった。特に原住民の選挙権を認めるかどうかは，ケープ
やナタールでは基本的に原住民に投票権を認めていただけに厄介な問題で
あった。ケープでは投票は原住民もカラードもできるし，議会に選出され
ることもある。もっともそれにはきびしい財産や給与に関する資格が設け
られていた。ナタールも同じ条件であるが，原住民やアジア人にも選挙権
が保障されていた。これらに対し，トランスバールとオレンジ自由国とで
は白人のみに選挙権が認められていた。制憲会議では，これをいかに調整
するかが論議された。
　ケープは原住民の有権者の権利を剥奪することを拒絶したし，トランス
バールとオレンジ自由国は北部地区に原住民，カラードの選挙権を拡大さ
せることを拒否した。もしヶ一プがそのコロニーの原住民の選挙権を北部
地方に拡大させることを主張したり，北部地方がケープの選挙権を無効と
主張したりしたらおそらく連邦は実現しなかったであろう。結局は妥協案
がつくられた。つまりケープにおける原住民のコロニー内の選挙はそのま
まのこされるが，連邦議会の選挙権については，憲法には定めない。原住
民の問題については一括して総督及びCouncilに一任する，ということ
になった。このことは憲法の一般条項第147条で実現した。
VI．南アプリ力連邦憲法の内容
南アフリカ連邦憲法は，正式には南アフリカ連合体を構成する法律
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（An　Act　to　constitute　the　Union　of　South　Africa，20th　September
1909）である。通称南アフリカ法（the　South　Africa　Act，1909）とい
う。これは南ア連邦がイギリスの自治領として独立したことによって定め
られたものであることをあらわしていることにもなるのである。
　この憲法は前文と10章152条それに附則25項目で構成されている。以下
に各章についそ概略の説明をしておく。
　第1章は用語の定義である。
　第2章は連邦条項（4N7）となっており，ここでUnionはケープ，ナ
タール，トランスバール及びオレンジ自由州で構成されること，1895年の
Colonial　boundaries　Actは廃止されること，イギリス議会で制定され
た法律はユニオンでも適用されることなどを定めている。
　第3章は行政府（Executive　Government　8～18）に関する章である。
行政権はイギリス国王にあり，国王によって任命され，その代表者である
総督がこれを執行する。行政府の所在地はプレトリアとなっている（18）
が，憲法は立法府をケープタウン（23），最高裁判所をブルームフォンテ
ンにおくことにしている（109）。
　第4章は国会である（Parliament　19～67）がSenate（24～31），　House
of　Assembly（32～50），　Both　Houses　of　Parliament（51～58），　Powers
of　Parliament（59～67）に分れている。南アの国会は二院制であるが上
院（Senate）は各州から8名，合計32名が各州のcouncilの議員及び下院
議員によって選出される。資格は30歳以上，国会議員の投票権があり，ヨ
ーロッパ人であり，500ポンド以上の資産があることが条件であった。下
院（House　of　Assembly）は4つの州（province）から選挙によって選出
された議員で構成する。議員数はケープから51名，ナタールから17名，ト
ランスバールから36名，オレンジ自由州から17名が選出されることになっ
ている。この人数は5年毎に行われる人口調査で21歳以上の男子ヨーロッ
パ人の人口にあわせて調整される。選挙における投票権については，ケー
プの場合のみは人種のちがいにかかわらず投票権を認めることにした。任
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期は5年で，総督によって解散させられる場合がある。
　第5章は地方制度（The　Province　68～94）である。　Provinceはケー
プ，ナタール，トランスバール，オレンジ自由州の四州にわかれそれぞれ
に総督が任命する行政長官（achief　executive　othcerがいて，地方行政
を司る。彼の任期は5年である。立法機関として，すくなくとも25名以内
の選挙によってえらばれた議員で構成するprovincial　councilがある。
任期は3年である。このような機関のほかに行政長官を議長とした5人で
構成する行政委員会（Executive　committees）がつくられる。
　第6章は南アフリカ最高裁判所（The　Supreme　Court　of　South
Africa）である。南アの最高裁判所は長官，2人の普通上告裁判官，2人
の上告補充裁判官で構成される上告部（Appellate　Division）と各州
provinceにおける最高裁さらにlocal　divisionとしての裁判所で構成さ
れている。
　第7章は財政と鉄道の規定（117－133）である。財政の予算編成権と執
行権は総督にあるが，連邦と各州との間の財政的問題についての調査委員
会（commission）が各州の代表によってつくられる。委員は総督が任命す
る。鉄道や港湾については総督の任命による人で構i成する委員会（board）
がつくられる。
　第8章の一般条項（134～148）の中で重要な条項は147条で，ここは原
住民問題に関する管理と執行については総督にまかせられるとした条項で
ある。この条項を憲法に定めたことによって，制憲会議において問題とさ
れた原住民の取扱いがここで総督へまかせることで，解決されたといわれ
ている。
　第9章は新州及び領域（New－Provinces　and　Territories　149～151）
ではProvinceの境界の変更，イギリス南アフリカ会社によって支配され
ている領土の取扱，原住民の領域の連邦の統治権の変更などについて定め
ている。
　第10章は法改正手続である，改正はイギリス議会で行われるが，両院と
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も3分の2以上の特別多数決を定めている。
あとがき
　南アフリカ連邦憲法は，以上みてきたように，イギリス人を中心とした
ケープ，ナタールとボーア人を中心としたトランスバール，オレンジ自由
国のそれぞれの憲法体制の性質，つまり法の支配を基本として，非白人に
も原則として権利を保障したケープやナタールの憲法と白人のみの権利を
認めたトランスバールやオレンジ自由国の憲法との妥協の産物であった。
したがって非白人に対する憲法の姿勢はきわめて消極的であり，アメリカ
憲法やフランス人権宣言が制定されて100年もたった20世紀初頭の憲法で
あるにもかかわらず，人権保障が完全に欠落した憲法であった。そのため
にその後1960年南アフリカ共和国憲法へ継承されるまでの50年間にボーア
人とイギリス人のかくしつの中で数多くの徹底した人種差別立法を許して
いくことになるのである。
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